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社会福祉法人あいの実

WEBで
詳しく見る

重い障がいの子を持つお母さんたちが、
再び社会で輝くためのプロジェクトを

ご支援ください！

avain@ainomi.com

ボランティア募集
やイベント情報を
配信しています。
まずはご登録を！

様々なご支援方法を
QRコードから
確認できます！

法人の方

お母さんの支援！

個人の方

500円／月
からできる！

I N F O R M A T I O N

パートナー企業様の
SDGsへの取り組み

社会福祉法人あいの実、および『仙台あばいんプロジェクト』のパートナー
企業になることでSDGsの二つの分野に共に取り組んでいきます。

公的支援がありません。小さなカフェと、年一回のキャンプの継続に
企業・団体・店舗様、お得意な分野で、お力を貸してください！

医療的ケア児者への支援は、注目度の高い最先端支援分野です。
制度の成熟化が進む一方、ご家族への支援は制度やサービスの対象にならず、課題の社会認知も足りません。

『制度のはざま』で孤立しがちなご家族のための『カフェ』や『キャンプ』事業がスタートしました。
仙台でのモデルケース創りにあいの実と共に取り組んでくださる『パートナー企業』を募集しています！

仙台発『誰も取りこぼされない未来を創るあいの実のプロジェクト』に、
どうかお手伝いをお願いします。お申込、ご相談、情報提供はこちらまで

パートナー企業の意義と役割

パートナー
企業様

のご支援方法

協賛金
医療的ケア児者福祉事業やカフェの運営支援など

物品・食材・アウトドア用品の供与・貸与など

イベント施設の貸出、写真・動画撮影や編集など

イベントでのお手伝いなど

施設やサービス、技術の提供

イベントやプロジェクトへの協賛品 ボランティア

CSR
（企業の社会的責任）

の一環

地域との交流や
地域の活性化

ニッチな社会課題や
支援の周知活動

社員研修
（人材育成やボランティア）
としてのご活用

パートナー企業様の税制上の優遇措置
社会福祉法人あいの実は特定公益増進法人です。一般の寄付金とは別枠で損金の額に算入されます。
また、パートナー企業としての参加方法によっては広告宣伝費として経費計上することができます。
詳しくは貴社税理士にお尋ねください。

つくる・できる・支える

Gaze Art Book 完成
視線が紡ぐ奇跡　テクノロジーが生む感動



全
国
各
地
で
例
年
に
な
い
災
害
級

の
大
雪
に
見
舞
わ
れ
、皆
さ
ま
も

ご
心
配
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。一

方
、仙
台
で
は
比
較
的
雪
の
影
響

が
少
な
く
、ひ
と
ま
ず
安
堵
し
て

お
り
ま
す
が
、春
先
の
雪
に
も
変

わ
ら
ぬ
警
戒
が
必
要
で
す
。

以
前
よ
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
、重
い
障
が
い
を
も
つ
子
ど

も
た
ち
の
視
線
入
力
を
活
用
し
た

ア
ー
ト
ブ
ッ
ク
が
、清
水
芸
術
基

金
の
ご
支
援
を
受
け
、見
事
完
成

い
た
し
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
が

生
み
出
し
た
作
品
を
、
ア
ー
ト

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
丁
寧
に
ト
リ

ミ
ン
グ
し
、一
目
見
た
だ
け
で
そ

の
魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る

仕
上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。今
後

は
、学
校
や
図
書
館
な
ど
に
寄
贈

し
、よ
り
多
く
の
皆
さ
ま
に
手
に

と
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

介
護
業
界
、特
に
訪
問
介
護
の
分

野
で
は
深
刻
な
人
材
不
足
が
続
い

て
い
ま
す
。
あ
い
の
実
も
、
地
域

の
支
援
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
役
割

を
果
た
す
た
め
、危
機
感
を
強
く

感
じ
て
い
ま
し
た
。特
定
技
能
外

国
人
材
の
活
用
を
進
め
る
べ
く
、

今
年
度
は
早
速
４
名
の
ネ
パ
ー
ル

人
ス
タ
ッ
フ
を
採
用
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
日

本
語
や
日
本
の
文
化
、そ
し
て
訪

問
介
護
の
知
識
を
学
び
な
が
ら
、

現
場
で
の
貴
重
な
戦
力
と
な
っ
て

い
た
だ
く
予
定
で
す
。あ
い
の
実

は
、も
と
も
と
国
際
色
豊
か
な
組

織
で
す
が
、こ
れ
か
ら
も
多
国
籍

な
視
点
を
取
り
入
れ
、時
代
の
先

頭
を
走
る
存
在
と
し
て
地
域
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
温

か
い
ご
協
力
を
、心
よ
り
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
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ご あ い さ つ

□
Ｓ
Ｗ
Ｃ
あ
い
の
実 

理
事
長

□
一
般
社
団
法
人
全
国
重
症
児
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス・ネ
ッ
ト

　
ワ
ー
ク
顧
問

□
昭
和
２７
年
生
ま
れ 

仙
台
市
出
身

平
成
１７
年
に
主
婦
数
人
と
共
に「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
あ
い
の
実
」

設
立
。自
身
や
子
供
た
ち
も
特
定
難
病
疾
患
を
経
験
し
、

そ
れ
ら
の
経
験
を
生
か
し
た「
弱
い
人
を
理
解
で
き
る・

頑
張
っ
て
い
る
人
を
応
援
す
る
経
営
」を
め
ざ
す
。

勤続10年を迎えたスタッフを
ご紹介します。

2024.1月～2024.12月までに
ご支援いただいた方たち

異文化コミュニケーション
がもたらす、未来志向の人材戦略。

虹色クラフトでつながる支援の場

視線が紡ぐ軌跡、
テクノロジーが生む感動。

C O N T E N T S

訪問介護新時代

GAZE ART BOOK

STRAWBERRY FACTORY

助成・支援のご報告

10年目のありがとう

02

05

09
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介
護
業
界
で
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
言
わ
れ
る
、

２
０
２
５
年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。厚
生
労
働
省
は
特
定

技
能
外
国
人
の
介
護
職
員
初
任
者
研
修
の
修
了
を
条
件
に
、

訪
問
介
護
の
就
業
を
認
め
る
方
向
で
検
討
中
で
す
。

初
任
者
研
修
の
教
本
は
専
門
用
語
が
多
く
、来
日
ま
も
な
い

外
国
人
に
は
理
解
し
に
く
い
内
容
で
す
。

あ
い
の
実
で
は
外
国
人
育
成
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
急

ピ
ッ
チ
で
進
め
て
い
ま
す
。        

異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
も
た
ら
す
、未
来
志
向
の
人
材
戦
略
。

あ
い
の
実
、

外
国
人
ス
タ
ッ
フ
を
迎
え
る
。

訪
問
介
護

新
時
代

2025: THE TURNING POINT

新
た
な
視
線
と
視
点

イメージ写真02



フ
は
多
く
の
変
化
を
経
験
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

言
語
や
文
化
の
違
い
に
は
多
く
の
懸
念
事
項
が
あ
る
一

方
、多
く
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。日
本
人
ス
タ
ッ
フ

は
改
め
て
介
護
の
本
質
に
向
き
合
う
機
会
に
な
り
、利
用

者
さ
ん
に
と
っ
て
も
外
国
人
ス
タ
ッ
フ
と
の
交
流
が
新

鮮
な
体
験
と
な
る
は
ず
で
す
。

期
待
と
緊
張
の
中
、社
会
福
祉
法
人
あ
い
の
実
も
訪
問
介

護
新
時
代
の
幕
開
け
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

『
2
0
2
5
年
問
題
』の
筆
頭
に
上
る
の
が
深
刻
な
介
護

人
材
不
足
で
す
。人
口
の
４
分
の
１
が
後
期
高
齢
者
と
な

り
、介
護
サ
ー
ビ
ス
の
ニ
ー
ズ
は
こ
れ
ま
で
に
な
く
切
迫

し
て
い
ま
す
。厚
生
労
働
省
で
は
介
護
人
材
の
確
保
や
外

国
人
の
就
労
環
境
の
整
備
を
目
的
と
し
た
検
討
会
が
行

わ
れ
、議
題
に
は
外
国
人
ス
タ
ッ
フ
の
訪
問
介
護
従
事
に

関
す
る
改
正
案
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

訪
問
介
護
は
利
用
者
に
対
し
、一
対
一
で
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
か
ら
、適
切
な
指
導
体
制
の
確
保
や
、労
務

管
理
、人
権
保
護
が
難
し
い
と
さ
れ
、外
国
人
の
就
業
は

一
定
の
介
護
技
術
と
語
学
力
を
保
持
し
て
い
る
介
護
福

TH
E EVO

LU
TIO

N
 O
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O
RRO

W

祉
士
以
外
は
認
め
ら
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。緩
和
策
の

施
行
に
よ
り
、特
定
技
能
外
国
人
訪
問
介
護
職
員
の
就
業

が
通
所
施
設
の
み
な
ら
ず
、訪
問
介
護
に
拡
大
す
る
見
込

み
で
す
。

と
は
言
え
、門
戸
は
開
か
れ
て
も
多
く
の
懸
念
材
料
や
体

制
の
不
備
に
よ
り
、外
国
人
雇
用
に
二
の
足
を
踏
む
事
業

所
も
多
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
介
護
現
場
の

タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
を
目
前
に
、あ
い
の
実
は
い
ち
早

く
外
国
人
訪
問
介
護
ス
タ
ッ
フ
の
採
用
を
検
討
し
ま
し

た
。2
0
2
5
年
2
月
よ
り
、
あ
い
の
実
は
4
人
の
ネ

パ
ー
ル
人
介
護
人
材
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。来
日
し
た
て

の
外
国
人
ス
タ
ッ
フ
を
、迅
速
に
訪
問
介
護
に
送
り
出
す

た
め
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
組
ま
れ
、研
修
教
本
の
教
材
作

り
や
、外
国
人
人
材
育
成
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
、指
導
・

相
談
体
制
な
ど
が
、急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
に
初
任
者
研
修
の
教
本
は
専
門
用
語
が
多
く
、日
本
語

レ
ベ
ル
の
高
く
な
い
外
国
人
に
は
理
解
し
に
く
い
内
容

で
す
。母
語
へ
の
翻
訳
と
、簡
単
な
日
本
語
の
解
説
付
き
の

教
材
を
制
作
中
で
す
。

介
護
人
材
育
成
と
同
時
に
欠
か
せ
な
い
の
が
、外
国
人
ス

タ
ッ
フ
と
の
温
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
、異
文
化

の
相
互
理
解
、孤
立
や
ス
ト
レ
ス
を
防
ぐ
メ
ン
タ
ル
ケ
ア

な
ど
で
す
。

ア
ジ
ア
圏
で
未
だ
一
般
的
な『
家
族
に
よ
る
介
護
』か
ら

日
本
の『
制
度
に
よ
る
介
護
』へ
の
意
識
の
切
り
替
え
。文

化
や
価
値
観
の
相
違
と
尊
重
。日
本
人
の
介
護
利
用
者
へ

の
配
慮
。外
国
人
・
日
本
人
を
問
わ
ず
、あ
い
の
実
ス
タ
ッ

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
向
け
て
進
化
す
る
た
め
に

ネパールってどこ⁉

自宅と学校施設病院と近所のスーパーという狭い世界で生活し

てきた私が最初に思ったことです。

ニュースで外国人スタッフの受け入れが増えていることは知っ

ていましたが、あいの実で⁉しかも訪問で⁉と驚きました。私た

ちはヘルパーさんのサービスそのものだけではなく、楽しかっ

た事大変だった事、たくさん話を聞いてもらい心も助けられて

います。

そして外の世界を動き回っているヘルパーさんの旬な情報やお

話を聞くのもとても楽しみです。ネパールの文化食べ物生活な

ど知りたくなりました。新しい出会いにワクワクしています。

あいの実訪問介護 ご利用者

高橋邦子さん

これから外国人スタッフと一緒に働く日が楽しみです。 文化や言

葉の違いに戸惑う場面もあるかもしれませんが、それ以上に、新

しい視点や価値観を学べる機会になると感じています。 あいの

実の現場では利用者一人ひとりに寄り添った細やかなケアが求

められます。利用者様はとても良い方達ばかりです。

「人からしてほしいと思うことを、人にする」

あいの実の理念を分かちあい、丁寧にサポートしながら一緒に成

長していきたいです。また、私たちも彼らから学び、介護現場全体

がより活気づく未来を目指したいと思います。

あいの実訪問介護スタッフ
介護福祉士 

佐藤聖悟さん

今回、あいの実がお迎えしたネパールのみなさん

イメージ写真

特定技能外国人向け

初任者研修については

こちらから。

あいの実のオレンジアカデミー
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『G
A

Z
E

 A
R

T B
O

O
K

』
の
制
作
は
、
２
０
２
３
年
度
清
水
基

金
・
文
化
芸
術
活
動
特
別
助
成
事
業
へ
の
申
請
『
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
と
制
作
化
に
よ
り
、
障
が
い
児
ア
ー
ト
を
社
会
に
発
信
す

る
事
業
』
の
採
択
を
機
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
視
線
入
力
の
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
た
作
品
を
、
ク
オ
リ
テ
ィ
を
重
視
し
た

ア
ー
ト
ブ
ッ
ク
に
昇
華
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、
療
育
レ

ベ
ル
の
向
上
、
視
線
入
力
の
素
地
づ
く
り
、
医
療
的
ケ
ア
児
者

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
分
析
と
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
清
水
基
金
様
を
始
め
、
障
が
い
を
持
つ
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
た
ち
、
療
育
と
制
作
に
携
わ
っ
た
方
た
ち
、
ご
支
援
者
に

心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。『G

A
Z

E A
RT B

O
O

K

』
は
、
あ
い

の
実
関
係
者
や
ご
支
援
者
、
医
療
・
福
祉
施
設
や
図
書
館
に
寄

贈
す
る
予
定
で
す
。

社
会
福
祉
法
人
あ
い
の
実
で
は
、
ア
ー
ト
ブ
ッ
ク
制
作
の
経
験

を
、
医
療
的
ケ
ア
児
者
の
自
立
的
収
入
源
と
分
配
を
意
識
し
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

グラフィックデザイナー兼アートディレクターのアベモリタケ氏(bambigraphics)監修の元、
視線入力で表現された作品のアート性や魅力が存分に引き出されています。

Gaze
Art
Book
視線が紡ぐ軌跡、
テクノロジーが生む感動。

楽しく視線入力中！

2024年12月、『GAZE ART BOOK』が完成しました。
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体
が
様
々
な
制
約
に
よ
っ
て
自
由

に
動
か
せ
な
い
中
、ス
タ
ッ
フ
が

デ
バ
イ
ス
と
の
位
置
関
係
を
探
り

な
が
ら
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
、よ
り

快
適
な
状
態
で
視
線
入
力
で
き
る

よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

仙台にて　2024年6月10日　

仙台絵画展であいの実のみなさんに協力することが

できてとてもうれしいです。子供たちと子供たちの両

親、兄弟たちといっしょに活動できたことは私にとって

大きな経験でした。

あいの実は、“眼”だけで感情を表現することを支援するた

めの素晴らしい作業をしています。偉大な芸術家たちのた

めに本を制作するプロジェクト“真の芸術作品”がうまく

いきますように支援します。

いつでもみなさんの心の中に　ありがとう　あいの実

ジョルディ・イセアン

2024 年５月、あいの実主

催のチャリティイベントの

ためスペインからジョル

ディ・イセアン画伯が来日。

アートブック制作プロジェ

クトと医療的ケア児者を励

ます、温かなメッセージを

頂きました。

GAZE ART BOOK
視線入力アートブックについて詳しくは
コチラから

このメッセージは、視線のアートを通じてアートに対する見方や考え方が変わるロジックを指しています。 

『GAZE ART BOOK』がもたらす新たな視点や視覚的な体験により、アートに対する理解や評価の変化を

体感できます。

『GAZE ART BOOK』は、テクノロジーが切り拓く新たな表現の世界を映し出しています。視線入力装置

を用いて、重症心身障がいを持つ人々の内なる世界が形になりました。彼らの作品は、単なるアートで

はありません。意識とテクノロジーが融合し、他者の力を借りながらも生まれた新たな表現形態です。この

新しい形態を、言葉にも指にもよらない感性の抽出にちなみ、『Draw out Neuro Art（DoNA）※』と名づけ

ました。

関わるクリエイター・デザイナーたちが彼らの視線の軌跡をデザインとして昇華させることで、作品

はより深い意味と価値を持つものとなります。将来的には脳波などの入力方法も取り入れ、表現の可能

性はさらに広がっていくことでしょう。 DoNAは彼らの存在と可能性を社会に発信します。作品をご覧になる

皆さまに『GAZE ART BOOK』に纏わる背景を知っていただき、自らがアートの意味を見出されること

が、DoNAの核心と言えます。

彼らが生まれてきたことの価値を示す『軌跡』であり、『奇跡』、そして『貴跡』。 かつて無名の作り手の作品

が民藝として認められたように、この新しいアートもいずれ新しいカテゴリーとして認識されるよう

になるでしょう。

彼らの表現を無視するのではなく価値を見出し、社会において対等な存在として引き上げる―それ

がこのプロジェクトの目的であり、未来への展望です。

視線のアート、これは 翻ってアートへの眼差しとなる―

⇨ Draw out = 引き出す・汲み取る　　⇨ Neuro = 神経・神経回路

重症心身障がい児者の描く内なる世界を、脳や神経回路の領域に留め置かず、テクノ

ロジーにより引き出し、可視化するアート。将来的には脳波インターフェイス入力に

より、感性の抽出がさらに精緻でダイレクトになると見込まれる。

※ Draw out Neuro Art（DoNA）とは？

 The Art of Gaze Conversely
The Gaze Towards Art
‘ ‘

●Gaze Art Bookまえがき

●EyoMoT （アイモット）重度障害児支援システム ／ 開発者

島根大学総合理工学研究科機械・電気電子工学領域 助教　
伊藤  史人 （いとう  ふみひと）  https://www.poran.net/ito/
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氏
を
招
い
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

の
視
点
や
技
術
が
加
わ
る
こ
と
で
、
ご

利
用
者
が
作
る
作
品
の
質
は
飛
躍
的
に

向
上
し
、ス
タ
ッ
フ
か
ら
は「
仕
事
や
自

立
に
つ
な
が
る
可
能
性
を
感
じ
た
」
と

の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

医
療
型
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ「
あ
い
の
実

ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
」
は
、
未
来
に
向
け
て

希
望
を
育
む
場
で
あ
り
、
地
域
と
利
用

者
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
と
し
て
成
長
し
続

け
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
地
域
団
体
の

活
動
や
マ
ル
シ
ェ
へ
の
参
加
が
積
極
的

に
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
引
き

続
き
、
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

S T R AW B E R R Y  F A C T O R Y

虹色クラフトでつながる支援の場
医
療
型
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
「
あ
い
の
実

ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
」
は
、
重
症
心
身
障
が

い
児
者
と
そ
の
家
族
を
支
え
る
複
合
施

設
C
O
C
O
O
N
西
田
中
E
A
S
T
の

一
部
と
し
て
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
施
設
で

は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
ご
利
用
者
や
そ

の
ご
家
族
だ
け
で
な
く
、
カ
フ
ェ
や
ク

リ
ニ
ッ
ク
を
訪
れ
る
方
々
が
自
然
と
集

い
、
賑
わ
い
の
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

形
成
し
て
い
ま
す
。

「
あ
い
の
実
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
」
は
、
事
前

の
登
録
と
予
約
に
よ
り
、
柔
軟
に
ご
利

用
い
た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
長
時
間
の
預
か
り
や
入
浴

サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、
現
在
力
を
入
れ
て

い
る
の
が
「
も
の
づ
く
り
」
を
通
じ
た

療
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
利
用
者
と
ス

タ
ッ
フ
が
協
力
し
、
ス
イ
ッ
チ
操
作
で

靴
下
染
め
に
挑
戦
し
た
り
、
視
線
入
力

で
制
作
し
た
デ
ザ
イ
ン
を
布
や
革
に
プ

リ
ン
ト
し
て
バ
ッ
グ
や
ペ
ン
ホ
ル
ダ
ー

を
作
っ
た
り
と
、
多
彩
な
活
動
が
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
２
４
〜
２
０
２
５
年
に
は
、N
P
O

法
人「
エ
イ
ブ
ル
ア
ー
ト
」や
公
益
財
団

法
人「
善
い
心
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
財
団
」

の
協
力
を
得
て
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
大
江

助成・支援のご報告 2024/1/1~12/31までにご支援いただいた方たち（敬称略・順不同）

岩村 裕 さん

早いもので10年が経過し
ました。先輩ヘルパーの皆
さんからのご指導を受けな
がら10年間勤めることが
できました。今後も健康に
注意しながら勤務してまい
ります。今後ともご指導の
ほどよろしくお願い申し上
げます。

スタッフ登録2014年6月24日

岩元 優子 さん

あいの実に入職して早い
もので10年が経ちます。た
くさんの方々に助けられ
ここまでくることができ
ました。役職を意識せず、
肩の力をぬいて仕事に向
き合っていきたいと思い
ます。

スタッフ登録2014年10月26日

千脇 春美 さん

あっという間に気がつけば
10年…何も知らずに飛び込
んだ世界ですが、スタッフ
の皆さんに支えられここま
で来ることができました。
通所オープン前に、いろい
ろ準備した事を懐かしく思
い出します。これからも楽
しく仕事に向き合って行き
たいと思います。

スタッフ登録2014年8月18日

三浦 薫 さん
ヘルパーステーション・介護職員 通所・マネージャー 通所・看護師/計画相談支援・相談支援員 通所・児童指導員・生活支援員

放課後デイサービスを開設
してから10年過ぎました。そ
の間に、ラズベリー、クラン
ベリー、ブルーベリー、スト
ロベリーとベリーが増え拡
大する中で子供達の成長を
見守りながら仕事できまし
たことは、大きな喜びでし
た。微力ながら笑顔で寄り添
えるよう努めてまいります
ので宜しくお願いします。

スタッフ登録2014年8月18日

長年に渡ってあいの実を支えてくださっている大切なメンバーです。

これからもどうぞよろしくお願いします！

あいの実では、勤続10年・15年を経過した方に記念の盾と記念品を贈呈しています。

勤続10年スタッフ

あいの実に10年以上在籍
しているスタッフは合計
28名になりました！

2024/12/31現在

ありがとう！1O Y e a r s  o f
S e r v i c e

T H A N K S
f o r

他大勢の匿名希望の方よりご支援いただきました。心より感謝申し上げます。

•特定非営利活動法人まちづくりスポット仙台

•仙台トヨペット長命ヶ丘店

•社会福祉法人あいの樹

•結・サポート株式会社

•株式会社市村工務店

•株式会社わたなべ

•有限会社肴町

•明治安田生命保険相互会社

•都市建築設計集団 / UAPP

•株式会社 T－plan

•株式会社セーテン

•株式会社GEAR

•株式会社バードシード

•株式会社 EPEIOSJAPAN

•みやぎのあられ株式会社

•株式会社宮城土地建物

•ブフリ クリスティ

•SASAKI ベスト

•伊藤 清子

•伊藤 多恵子

•一迫 慎也

•加藤 哲也

•河野 美佳

•近藤 大介

•御代田 浩伸

•今田 愛子

•根本 千佐子

•坂上 真大

•笹浪 麻衣

•山口 尚治

•須藤 睦子

•須藤 麻紗子

•菅原 明奈

•西岡 恵子

•川地 桃子

•大島 恵理子

•大野 珠央

•中嶋 牧子

•猪熊 恵美

•津田 大輔

•登坂 理恵

•藤本 りさ

•平田 政嗣

•保科 千里

•保科 満

•北尾 朋広

•野島 比呂司

•鈴木 敬一

•鈴木 慎二

•𠮷岡 由希絵

•八木 孝夫

•平田 さゆみ

支援

● 一般財団法人善い心を未来につなぐ財団 ● 社 会 福 祉 法 人 清 水 基 金助成
つくる ・ できる ・ 支える


